
月
6
日
、
金
沢
真
宗
会
館
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
相
馬
豊
氏
（
白
山
市
相
川

町　

道
因
寺
）
に
ご
出
講
い
た
だ
き
「
讃

仰
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日

は
、
師
走
に
入
っ
て
の
荒
天
に
も
関
わ

ら
ず
約

名
の
参
加
を
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
相
馬
氏
に
は
金
沢

教
区
御
遠
忌
テ
ー
マ
「
よ
ろ
こ
び
は　

い
つ
も
こ
こ
に

－

今
、
親
鸞
さ
ま
に
出

あ
う
時

－

」
に
沿
っ
て
１
時
間
半
に
わ

た
り
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

近
年
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の
影
響

も
あ
っ
て
仏
事
も
様
変
わ
り
し
て
お

念
仏
の
意
味
あ
い
が
伝
わ
り
難
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。「
こ
の
ま
ま
で
は
、

真
宗
門
徒
は
絶
滅
危
惧
種
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
」
と
の
強
い
お
言
葉
が
あ
り

ま
し
た
。

よ
き
ひ
と
法
然
上
人
と
の
出
あ
い

に
よ
っ
て
親
鸞
聖
人
は
「
お
念
仏
申
し

て
く
だ
さ
い
」
と
の
お
言
葉
を
後
世
の

私
た
ち
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
た
だ
念

仏
申
し
て
く
だ
さ
い
。
私
に
と
っ
て
の

こ
の
こ
と
一
つ
と
選
択
さ
れ
、
伝
え
ら

れ
ま
し
た
。
結
び
は
「
御
遠
忌
と
い
う

大
き
な
ご
縁
を
通
し
て
親
鸞
聖
人
か

ら
贈
ら
れ
た
言
葉
に
出
あ
い
、
人
に
出

あ
い
、
自
分
に
出
あ
う
新
た
な
機
縁
と

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
力
強
い
お

言
葉
で
し
た
。

※
今
回
の
讃
仰
講
演
会
は
、
東
別
院
聞

法
会
と
金
沢
真
宗
学
院
同
窓
会
と

の
共
同
開
催
で
行
い
ま
し
た
。

北
村　

秀
樹
（
東
別
院
聞
法
会
）

金
沢
教
区
宗
祖
親
鸞
聖
人

七
百
五
十
回
御
遠
忌

讃
仰

講
演
会
開
催

御
遠
忌
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

日　

時　

３
月

日
（
日
）

午
後
２
時
か
ら

会　

場　

金
沢
真
宗
会
館
ホ
ー
ル

講　

師

一
楽　

真

氏

（
大
谷
大
学
学
長
）

講　

題　

念
仏
も
う
す
生
活

問
合
せ

金
沢
別
院　

☎
２
６
１

－
６
４
３
２

共
催　

東
別
院
聞
法
会

真
宗
学
院
同
窓
会

金
沢
教
区
宗
祖
親
鸞
聖
人

七
百
五
十
回
御
遠
忌
讃
仰
事
業

讃
仰

講
演
会

金
沢
教
区
「

か
か
り

や
く

掛
役
の
会

は

」
で

、
５

月
に
お
迎
え
す
る
教
区
御
遠
忌
の
讃

仰
事
業
と
し
て
、
昨
年
の
９
月

日
と

月

日
の
両
日
、
内
陣
で
の
所
作
法

で
困
っ
た
経
験
や
不
安
を
感
じ
た
と

い
う
声
に
応
え
る
た
め
、「
内
陣
の
所

作
法
に
親
し
も
う
！
」
と
い
う
研
修
会

を
開
催
し
た
。
講
師
に
当
会
か
ら
北
上

光
士
氏
（
第
四
東
組

源
正
寺
住
職
）
、

女
性
参
加
者
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
池

崎
方
子
氏
（
第
四
下
組

正
林
寺
）
を

迎
え
、
経
験
未
経
験
を
問
わ
ず
、
金
沢

別
院
本
堂
の
内
陣
で
所
作
法
に
親
し

ん
だ
。
両
日
と
も
に
特
に
多
く
の
女
性

が
参
加
し
、
装
束
を
付
け
て
の
内
陣
所

作
法
を
体
験
し
、
確
認
す
る
大
切
な
機

会
と
な
っ
た
。

御
遠
忌
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

内
陣
で
の
所
作
法
に
親
し
も
う
！


